虚空蔵大台滝遺跡の「銅製品小塔」小考　― 銭弘俶塔相輪の可能性について ― by 山口 博之
は
じ
め
に
秋
田
県
秋
田
市
に
あ
る
虚
空
蔵
大
台
滝
（
こ
く
ぞ
う
お
お
だ
い
た
き
）
遺
跡
（
図
１
）
か
ら
、
特
徴
的
な
金
属
製
品
（
報
告
書
第
84
図
２
１
７
・
図
版
58
－
２
１
７
）
が
出
土
し
て
い
る
（
利
部
修
編
二
〇
〇
七
「
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
」『
秋
田
県
文
化
財
調
査
報
告
書
』第
４
１
６
）。
銅
製
品
の「
小
塔
」（
図
３
－
１
）と
し
て
報
告
さ
れ
、
三
重
塔
を
具
象
化
し
た
小
塔
で
あ
る
と
い
う
。小
稿
で
は
こ
の
銅
製
品
を
考
察
す
る
。
そ
の
視
点
は
、
単
独
で
樹
立
す
る
小
塔
で
は
な
く
、
組
み
合
わ
さ
れ
、
塔
身
の
頂
部
に
樹
立
す
る
相
輪
と
し
て「
小
塔
」（
以
下
相
輪
状
金
属
製
品
）を
考
え
類
例
を
探
り
、
中
国
で
作
成
さ
れ
た
銭
弘
俶
塔
と
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、
そ
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
整
理
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
相
輪
状
金
属
製
品
と
比
較
検
討
す
る
銭
弘
俶
塔
（
図
５
）
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。
銭
弘
俶
塔
は
、
中
国
唐
王
朝
滅
亡
の
後
建
国
さ
れ
た
呉
越
国
の
最
後
の
王
、
銭
弘
俶
（
九
二
九
～
九
八
八
）
の
発
願
に
よ
る
造
塔
で
あ
る
。
八
万
四
千
の
数
が
造
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
銭
弘
俶
八
万
四
千
塔
の
名
も
あ
る
。
実
際
に
こ
の
数
が
造
塔
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
多
数
の
造
塔
を
裏
付
け
る
よ
う
に
広
域
（
中
国
・
韓
国
・
日
本
）
の
出
土
事
例
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
中
国
・
韓
国
・
日
本
各
国
で
古
く
か
ら
注
目
さ
れ
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
塔
の
構
造
は
、
岡
崎
譲
治
に
よ
れ
ば
、
蓮
華
座
を
備
え
た
須
弥
壇
部
と
塔
身
軸
部
、
屋
蓋
部
、
屋
蓋
四
隅
の
方
立
、
頂
上
の
相
輪
部
な
ど
か
ら
な
る
（
岡
崎
譲
治
一
九
七
〇
「
銭
弘
俶
八
万
四
千
塔
考
」『
佛
教
藝
術
』
76
号
）。
ま
た
造
塔
に
関
し
て
服
部
敦
子
は
、
も
と
は
中
国
の
阿
育
王
塔
伝
説
を
引
く
、
現
在
の
寧
波
市
に
あ
る
阿
育
王
寺
に
由
緒
を
も
つ
、阿
育
王
塔
を
参
考
に
作
成
さ
れ
た
塔
で
あ
り
、中
に
は
『
宝
筐
印
陀
羅
尼
経
』
を
納
め
た
と
い
う
。
塔
に
は
鉄
製
と
銅
製
が
あ
り
、
現
在
日
本
に
は
銅
製
塔
が
九
基
と
、
出
土
例
と
し
て
一
部
分
が
得
ら
れ
た
二
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
服
部
敦
子
二
〇
一
〇
「
銭
弘
俶
八
万
四
千
塔
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題
」『
東
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
金
属
工
芸
』
ア
ジ
ア
遊
学
１
３
４
）。
こ
の
塔
形
は
非
常
に
影
響
力
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
五
代
以
来
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
で
引
き
続
き
造
営
が
進
め
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
素
材
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
期
間
も
長
く
明
代
に
ま
で
及
ぶ
。
阿
育
王
塔
を
参
考
に
作
成
さ
れ
た
塔
形
で
代
表
的
な
の
が
、
中
国
五
代
呉
越
国
王
銭
弘
俶
の
造
営
し
た
銭
弘
俶
塔
で
あ
る
。
銭
弘
俶
塔
の
日
本
へ
の
将
来
に
つ
い
て
、
鈴
木
信
は
二
つ
の
史
料
が
存
在
す
る
と
い
う
。
一
つ
は
『
龍
山
勝
相
寺
記
』
で
あ
り
、
銭
弘
俶
が
五
金
を
用
い
て
十
万
塔
を
鋳
造
し
、
五
百
を
も
っ
て
使
者
を
使
わ
し
日
本
へ
領
賜
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
二
つ
目
は
『
宝
篋
印
経
記
』
に
あ
る
銅
塔
の
記
述
で
あ
り
、
肥
前
国
の
天
台
僧
日
延
が
中
国
へ
渡
り
帰
国
し
た
と
き
に
携
え
て
き
た
内
容
だ
と
い
う
（
鈴
木
信
一
九
八
七
論　
文
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
の
「
銅
製
品
小
塔
」
小
考
　
　
　― 
銭
弘
俶
塔
相
輪
の
可
能
性
に
つ
い
て 
―
山　
口　
博　
之
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「
五
代
に
お
け
る
東
シ
ナ
海
交
流
の
一
面
―
銭
弘
俶
塔
を
指
標
と
し
て
―
」『
考
古
学
と
地
域
文
化
』）。
日
本
に
製
作
と
同
時
代
に
将
来
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
日
本
の
研
究
で
は
銭
弘
俶
塔
と
阿
育
王
塔
の
区
別
が
あ
る
が
、
中
国
の
研
究
で
は
両
者
を
含
め
て
阿
育
王
塔
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
。
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
こ
の
塔
の
形
を
日
本
中
世
に
造
営
さ
れ
る
、
宝
篋
印
塔
の
祖
型
で
は
な
か
ろ
う
か
と
す
る
意
見
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
今
回
は
触
れ
な
い
。
一　
相
輪
状
金
属
製
品
の
出
土
状
況
最
初
に
遺
跡
の
様
相
と
出
土
状
況
に
つ
い
て
報
告
書
に
よ
り
簡
単
に
触
れ
た
い
。
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
は
、
秋
田
県
秋
田
市
河
辺
豊
虚
空
蔵
大
台
滝
50
－
10
外
に
位
置
し
、
秋
田
空
港
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
事
業
に
係
る
事
前
発
掘
調
査
と
し
て
、
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
に
大
規
模
な
発
掘
調
査
（
六
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
が
行
わ
れ
た
。
発
掘
調
査
で
は
平
安
時
代
後
期
を
中
心
と
す
る
城
館
跡
が
検
出
さ
れ
、
当
地
で
は
ま
れ
な
灰
釉
陶
器
、
編
年
基
準
資
料
と
し
て
価
値
が
見
い
だ
さ
れ
た
多
量
の
小
型
か
わ
ら
け
が
出
土
し
注
目
さ
れ
た
。
こ
こ
は
秋
田
市
の
南
東
部
、
雄
物
川
と
岩
見
川
の
合
流
点
か
ら
東
に
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
岩
見
川
右
岸
、
内
陸
部
を
巡
っ
て
き
た
川
が
平
野
部
に
展
開
す
る
場
所
に
あ
た
る（
図
２
）。遺
跡
名
に
冠
す
る
虚
空
蔵
は
虚
空
蔵
菩
薩
を
想
起
さ
せ
る
が
、
『
川
辺
町
史
』
に
は
所
在
地
の
豊
成
神
社
（
星
辻
神
社
）
の
祭
神
が
も
と
は
虚
空
蔵
仏
で
あ
っ
た
と
記
載
さ
れ
、
仏
教
信
仰
と
の
関
連
も
あ
る
。
遺
跡
の
調
査
地
点
は
大
き
く
分
け
て
平
坦
部
と
斜
面
に
分
け
ら
れ
、
平
坦
部
に
は
城
館
に
関
わ
る
遺
構
が
多
い
。
小
稿
に
か
か
る
相
輪
状
金
属
製
品
は
斜
面
、
Ｌ
Ｓ
45
の
傾
斜
地
三
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
出
土
地
点
の
西
約
十
五
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
仏
堂
で
は
な
い
か
と
し
て
注
目
さ
れ
た
Ｓ
Ｂ
１
０
０
８
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
東
西
五
間
×
南
北
四
間
の
東
西
に
長
い
建
物
で
あ
り
、
中
心
軸
は
調
査
時
の
座
標
北
と
対
応
し
ほ
ぼ
南
北
を
指
す
。
Ｓ
Ｂ
１
０
０
８
は
斜
面
部
の
中
腹
を
選
地
し
て
広
い
空
間
を
造
り
出
し
、
内
部
に
は
角
材
な
ど
を
並
べ
基
礎
構
造
を
設
け
、
柱
穴
に
は
地
鎮
行
為
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
「
仏
像
な
ど
を
安
置
し
て
い
た
仏
堂
」
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。「
Ｓ
Ｂ
１
０
０
８
か
ら
西
約
十
五
メ
ー
ト
ル
の
Ｌ
Ｓ
45
グ
リ
ッ
ド
か
ら
は
、
Ⅰ
期
に
含
ま
れ
る
銅
製
の
小
塔
が
出
土
し
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
相
輪
状
金
属
製
品
は
仏
堂
に
関
連
す
る
資
料
で
あ
る
と
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
遺
跡
の
継
続
に
は
い
く
つ
か
の
画
期
（
Ⅰ
ａ
期
十
一
世
紀
中
葉
、
Ⅰ
ｂ
期
十
一
世
紀
中
葉
か
ら
後
葉
、
Ⅱ
ａ
期
十
一
世
紀
後
葉
）
が
あ
る
。
相
輪
状
金
属
製
品
は
「
Ⅰ
期
に
含
ま
れ
る
銅
製
の
小
塔
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
十
一
世
紀
中
葉
か
ら
後
葉
の
所
属
時
期
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
仏
堂
Ｓ
Ｂ
１
０
０
８
は
Ⅰ
ｂ
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
十
一
世
紀
中
葉
か
ら
後
葉
に
か
け
て
の
時
期
に
相
当
す
る
。
こ
の
よ
う
に
整
理
す
れ
ば
、
相
輪
状
金
属
製
品
は
十
一
世
紀
中
葉
か
ら
後
葉
に
か
け
て
営
ま
れ
た
仏
堂
に
近
接
し
た
溝
に
、
同
時
期
に
廃
棄
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
と
み
て
お
き
た
い
。
さ
て
、
十
一
世
紀
前
後
の
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
周
辺
の
政
治
的
社
会
的
状
況
で
あ
る
が
、
雄
物
川
の
下
流
に
は
秋
田
市
、
上
流
に
は
大
仙
市
（
旧
大
曲
市
）・
横
手
市
・
湯
沢
市
の
市
街
地
が
広
が
る
。
秋
田
市
に
は
古
代
官
衙
遺
跡
で
あ
る
秋
田
城
跡
、
大
仙
市
に
は
同
じ
く
古
代
官
衙
遺
跡
の
払
田
柵
跡
、
横
手
市
に
は
後
三
年
合
戦
に
所
縁
の
金
沢
柵
跡
が
あ
る
。
こ
の
地
域
は
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
開
発
が
進
行
し
、
政
治
的
拠
点
が
営
ま
れ
る
地
域
性
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
報
告
書
で
は
「
本
遺
跡
の
主
体
を
な
す
平
安
時
代
後
期
は
、
Ⅰ
ａ
期
を
含
ん
で
横
手
盆
地
に
本
拠
地
を
も
つ
清
原
氏
が
前
九
年
（
一
〇
五
一
～
一
〇
六
二
）
の
役
や
後
三
年
の
役
（
一
〇
八
三
～
一
〇
八
七
）
で
活
躍
し
て
い
た
時
代
で
」
あ
り
、「
城
館
の
主
は
山
本
郡
西
部
（
荒
川
）
に
比
定
さ
れ
る
吉
彦
秀
武
と
関
係
す
る
一
族
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。」
と
記
す
。
平
安
時
代
末
十
一
世
紀
前
後
吉
彦
秀
武
（
き
み
こ
の
ひ
で
た
け
）
な
ど
の
有
力
地
域
権
力
の
城
館
に
か
か
わ
る
遺
跡
と
な
ろ
う
か
。
吉
彦
秀
武
は
後
三
年
合
戦
の
張
本
と
し
て
、
奥
羽
の
動
乱
に
深
く
関
係
す
る
地
域
権
力
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
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ま
と
め
れ
ば
、
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
は
十
一
世
紀
代
の
地
域
権
力
が
営
ん
だ
城
館
跡
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
防
護
施
設
の
み
な
ら
ず
仏
堂
も
営
ま
れ
て
い
た
。
生
活
で
は
、
当
地
で
は
ま
れ
な
東
海
地
方
周
辺
で
生
産
さ
れ
た
灰
釉
陶
器
が
使
わ
れ
た
。
さ
ら
に
さ
か
ん
に
宴
会
儀
礼
が
行
わ
れ
た
ら
し
く
、
儀
礼
に
使
用
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
大
量
の
小
型
か
わ
ら
け
が
出
土
し
た
。
こ
う
し
た
重
要
遺
跡
か
ら
相
輪
状
金
属
製
品
が
出
土
し
た
こ
と
に
、
ま
ず
注
目
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
二　
出
土
し
た
相
輪
状
金
属
製
品
に
つ
い
て
相
輪
状
金
属
製
品
（
図
３
－
１
）
は
「
縦
九
・
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
基
底
部
径
一･
三
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
中
央
部
厚
〇
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
」
で
あ
り
、「
青
銅
製
の
高
さ
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
塔
で
、
三
重
塔
を
具
象
化
し
た
小
塔
と
考
え
ら
れ
る
。
基
壇
に
三
つ
の
四
角
な
屋
根
が
付
き
、
中
央
上
位
に
膨
ら
ん
だ
伏
鉢
、
上
に
円
形
の
相
輪
、
そ
の
上
が
水
煙
、
宝
珠
と
続
く
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
報
告
書
を
踏
ま
え
つ
つ
、
私
見
で
は
あ
る
が
小
考
で
は
次
の
よ
う
に
考
え
た
い
。
ま
ず
「
基
壇
」
は
こ
の
ま
ま
で
は
安
定
し
な
い
の
で
、
本
来
は
金
属
塔
へ
の
接
合
部
分
で
あ
り
、
そ
れ
が
外
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
接
合
が
差
し
込
み
か
溶
接
か
は
判
断
で
き
な
い
が
、塔
身
に
装
飾
さ
れ
た
状
態
で
の
上
部
と
考
え
て
お
き
た
い
。
差
し
込
み
の
場
合
は
差
し
込
ま
れ
た
部
分
が
欠
失
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
も
う
少
し
長
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
つ
い
で
「
三
つ
の
四
角
な
屋
根
」
は
相
輪
の
間
隔
が
広
い
も
の
四
層
（
Ａ
）、「
中
央
上
位
に
膨
ら
ん
だ
伏
鉢
、
上
に
円
形
の
相
輪
」
は
相
輪
の
間
隔
が
狭
い
も
の
五
層
（
Ｂ
）、「
水
煙
、
宝
珠
」
は
宝
珠
と
そ
の
上
の
装
飾
品
（
Ｃ
）。
と
理
解
し
て
み
た
い
。
現
況
断
面
形
（
図
３
―
２
）
を
見
る
と
方
形
や
円
形
を
な
ど
様
々
で
あ
り
、
腐
食
の
た
め
形
が
崩
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
現
況
の
平
面
形
は
方
形
を
呈
す
る
部
分
も
あ
る
が
、志
向
し
た
の
は
円
形
（
図
５
参
照
）
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
作
成
時
の
情
報
不
足
に
よ
り
、
本
来
の
形
態
と
離
れ
る
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
な
か
で
割
合
と
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
（
Ｃ
）
宝
珠
で
あ
る
。
こ
れ
は
断
面
図
（
図
３
―
２
の
ｂ
）
を
見
る
と
十
字
形
を
呈
す
る
の
で
、
中
心
に
宝
珠
を
据
え
周
り
を
火
炎
四
枚
で
装
飾
す
る
火
炎
宝
珠
で
あ
り
、
そ
の
上
に
水
瓶
状
の
装
飾
部
品
が
載
っ
て
い
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（
Ｃ
）
の
相
輪
頂
上
部
の
装
飾
は
、
銭
弘
俶
塔
（
阿
育
王
塔
）
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
参
考
と
し
て
相
輪
頂
上
部
の
装
飾
が
よ
く
わ
か
る
、
杭
州
雷
峰
塔
地
宮
出
土
の
銀
製
阿
育
王
塔
（
図
４
：
雷
峰
塔
地
宮
銀
製
阿
育
王
塔
〈
陳
平
二
〇
一
一
「
八
万
四
千
阿
育
王
塔
（
下
）」『
物
華
天
宝
』〉）
を
あ
げ
て
お
く
。
相
輪
頂
部
の
火
炎
宝
珠
と
水
瓶
状
の
突
起
が
よ
く
わ
か
り
、
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
出
土
相
輪
状
金
属
製
品
の
頂
上
部
の
本
来
の
形
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
崇
福
寺
塔
地
宮
出
土
の
銭
弘
俶
塔
（
図
５
：
崇
福
寺
塔
出
土
（
浙
江
省
博
物
館
所
蔵
）〈
陳
平
二
〇
一
一
「
八
万
四
千
阿
育
王
塔
（
上
）」『
物
華
天
宝
』〉）
相
輪
に
は
多
重
の
宝
珠
が
装
飾
さ
れ
、
虚
空
蔵
大
台
滝
出
土
の
金
属
製
相
輪
の
本
来
の
姿
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
銭
弘
俶
塔
で
は
、
ほ
か
の
部
品
も
変
化
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
相
輪
の
変
化
形
が
一
番
目
に
つ
く
。
図
４
の
相
輪
は
唐
草
文
が
横
位
置
に
展
開
す
る
五
層
の
寳
蓋
が
重
な
る
が
、
図
５
の
相
輪
で
は
平
面
円
形
、
断
面
楕
円
形
の
宝
輪
が
六
層
重
な
る
。
相
輪
の
変
化
に
つ
い
て
、
中
国
の
阿
育
王
塔
を
集
成
し
た
、
黎
毓
馨
の
集
成
か
ら
い
く
つ
か
触
れ
て
お
く
と
、
平
面
円
形
、
断
面
楕
円
形
を
呈
す
る
相
輪
は
刹
管
に
五
～
六
層
の
宝
輪
が
載
る
場
合
が
多
く
、
そ
の
間
隔
は
大
体
が
一
定
で
あ
る
が
、
一
つ
だ
け
離
れ
る
場
合
や
、
宝
輪
の
大
き
さ
が
そ
ろ
わ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
さ
ら
に
浙
江
省
海
寧
市
の
智
標
塔
（
元
代
）
地
宮
出
土
の
阿
育
王
塔
（
宋
代
）
の
相
輪
は
九
層
の
宝
輪
が
重
な
る
が
、
相
輪
中
央
部
が
膨
ら
み
上
下
が
し
ぼ
む
独
特
の
形
を
し
て
い
る
。（
黎
毓
馨
二
〇
〇
九
「
阿
育
王
塔
実
物
的
発
現
与
初
歩
整
理
」『
東
方
博
物
』
第
69
輯
）。
こ
の
よ
う
に
、
相
輪
は
変
化
が
大
き
い
部
位
に
な
る
と
い
う
こ
と
に
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。
報
告
の
相
輪
の
類
例
が
探
し
得
な
い
原
因
で
も
あ
ろ
う
か
。
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以
上
の
検
討
か
ら
、
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
出
土
金
属
製
品
は
、
銭
弘
俶
塔
な
ど
に
樹
立
す
る
相
輪
（
頂
上
部
に
火
炎
宝
珠
が
装
飾
さ
れ
る
相
輪
）
で
あ
り
、
阿
育
王
塔
の
相
輪
に
変
化
形
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
を
考
え
、
中
国
で
作
成
さ
れ
た
典
型
例
で
は
な
く
、
日
本
で
作
ら
れ
た
変
化
形
（
倣
製
品
）
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
い
か
。
ま
た
相
輪
は
変
化
が
大
き
い
部
品
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
ま
り
類
例
の
な
い
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
の
相
輪
状
金
属
製
品
の
形
状
も
、
許
容
範
囲
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
念
頭
に
、
さ
ら
に
類
例
を
博
捜
し
検
討
を
深
め
た
い
。
三　
資
料
類
例
と
相
互
比
較
相
輪
と
み
た
場
合
、
い
く
つ
か
の
変
化
形
は
あ
っ
て
も
類
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
日
本
と
中
国
さ
ら
に
は
韓
半
島
の
十
一
世
紀
前
後
の
事
例（
経
筒
相
輪
な
ど
）に
つ
い
て
比
較
し
検
討
し
た
が
、管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
適
切
な
類
例
を
探
し
当
て
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
、
比
較
的
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、
和
歌
山
県
那
智
熊
野
経
塚
出
土
の
銭
弘
俶
塔
（
図
６
）
の
相
輪
に
た
ど
り
着
い
た
。
こ
の
資
料
と
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
出
土
品
を
比
較
検
討
し
て
み
た
い
。
（
１
）
和
歌
山
県
那
智
熊
野
経
塚
出
土
の
銭
弘
俶
塔
の
相
輪
こ
の
資
料
（
図
６
）
は
塔
身
が
銅
製
で
あ
り
相
輪
は
鉄
製
と
な
り
、
塔
身
と
相
輪
の
素
材
が
別
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。大
正
七
年（
一
九
一
八
）に
経
塚
の
副
納
遺
物
と
し
て
出
土
し
た
も
の
で
あ
り
、現
在
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
法
量
で
あ
る
が
、『
那
智
経
塚
遺
宝
』
に
よ
れ
ば
銭
弘
俶
塔
の
相
輪
を
含
め
て
の
総
高
が
二
〇･
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
基
壇
幅
が
七
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
（
東
京
国
立
博
物
館
編
一
九
八
五
『
那
智
経
塚
遺
宝
』）。
何
ら
か
の
力
が
か
か
っ
た
た
め
か
、
差
し
込
み
部
か
ら
上
で
傾
斜
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
相
輪
は
直
立
し
て
い
な
い
。
同
書
に
は
実
大
の
実
測
図
（
図
７
）
が
掲
載
さ
れ
て
あ
る
の
で
、
こ
れ
手
掛
か
り
と
す
れ
ば
、
相
輪
の
総
高
は
十
一
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
さ
し
込
み
部
か
ら
上
部
だ
け
の
場
合
は
十･
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
相
輪
状
金
属
製
品
は
九･
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
か
ら
、
差
し
込
み
部
か
ら
上
だ
け
が
残
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
近
似
す
る
。
形
状
（
図
７
）
で
あ
る
が
、ま
ず
差
し
込
み
部
の
上
に
差
し
込
み
の
軸
受
が
あ
り
、
こ
の
上
に
相
輪
間
隔
が
広
い
も
の
四
層
（
Ａ
）、
さ
ら
に
そ
の
上
相
輪
の
間
隔
が
狭
い
も
の
五
層
（
Ｂ
）
そ
の
上
に
宝
珠
（
Ｃ
）
が
載
る
も
の
と
見
て
お
き
た
い
。
火
炎
宝
珠
の
形
を
と
る
か
ど
う
か
は
、
実
見
し
た
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
管
見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
中
国
に
残
さ
れ
て
い
る
銭
弘
俶
塔
の
相
輪
に
は
、
那
智
熊
野
経
塚
出
土
例
の
よ
う
な
相
輪
は
存
在
し
な
い
。
ま
た
本
体
は
銅
製
で
あ
る
が
こ
の
相
輪
は
鉄
製
で
あ
り
素
材
も
相
違
し
て
い
る
。
二
つ
の
部
品
が
別
素
材
で
作
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
も
中
国
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
従
来
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
様
に
亡
失
し
た
相
輪
を
日
本
で
補
修
し
た
可
能
性
が
高
い
の
で
あ
ろ
う
。
（
２
）
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
例
と
那
智
熊
野
経
塚
出
土
例
の
比
較
ま
ず
年
代
で
あ
る
が
、
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
例
は
十
一
世
紀
中
葉
前
後
の
遺
構
に
伴
う
資
料
。
那
智
熊
野
経
塚
は
行
誉
の
供
養
に
か
か
る
『
金
経
門
縁
起
』
に
記
さ
れ
る
内
容
と
合
致
す
る
資
料
が
存
在
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
僧
行
誉
に
か
か
る
経
塚
造
営
に
か
か
わ
る
と
さ
れ
、
年
代
は
十
二
世
紀
初
め
大
治
五
年
（
一
一
三
〇
）
年
頃
で
あ
ろ
う
と
い
う
（
東
京
国
立
博
物
館
編
一
九
八
五
『
那
智
経
塚
遺
宝
』）。
十
一
世
紀
中
葉
か
ら
後
葉
に
埋
蔵
さ
れ
た
、
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
出
土
金
属
製
品
と
年
代
的
に
は
近
い
。
次
に
形
状
で
あ
る
が
、
図
３
と
図
７
を
比
較
す
れ
ば
、
〇
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
例
（
図
３
）：
相
輪
間
隔
が
広
い
も
の
四
層
（
Ａ
）。
相
輪
間
隔
が
狭
い
も
の
五
層
（
Ｂ
）、
宝
珠
と
そ
の
上
の
装
飾
品
（
Ｃ
）
〇
那
智
熊
野
経
塚
出
土
例
（
図
７
）：
相
輪
間
隔
が
広
い
も
の
四
層
（
Ａ
）、
相
輪
間
隔
が
狭
い
も
の
五
層
（
Ｂ
）
そ
の
上
に
宝
珠
（
Ｃ
）
と
見
れ
ば
、（
Ａ
）（
Ｂ
）（
Ｃ
）
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
、
銅
製
品
と
鉄
製
品
と
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い
う
素
材
の
違
い
は
あ
る
が
相
互
の
類
似
性
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
す
れ
ば
、
年
代
と
法
量
も
近
似
す
る
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
出
土
例
は
、
銭
弘
俶
塔
の
相
輪
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
部
品
の
可
能
性
が
な
か
ろ
う
か
。
日
本
に
伝
来
す
る
銭
弘
俶
塔
の
相
輪
と
、
那
智
熊
野
経
塚
例
を
除
い
て
相
違
す
る
の
は
、
中
国
で
生
産
さ
れ
た
当
初
の
形
を
保
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
那
智
熊
野
経
塚
例
と
同
様
に
国
産
で
あ
る
た
め
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
い
か
。
（
３
）
銭
弘
俶
塔
相
輪
の
可
能
性
さ
て
、
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
か
ら
は
肝
心
の
銭
弘
俶
塔
が
出
土
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
上
記
の
考
察
は
推
論
の
域
を
出
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
遺
跡
の
置
か
れ
た
地
域
性
か
ら
考
え
る
と
そ
の
可
能
性
を
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。
ま
ず
、
十
一
世
紀
前
後
の
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
周
辺
は
独
特
な
地
域
性
を
有
し
て
い
る
。
一
つ
目
は
古
代
東
北
を
揺
る
が
し
た
政
治
的
動
乱
の
場
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
二
つ
目
は
天
台
宗
の
造
形
で
あ
る
鏡
像
が
複
数
存
在
す
る
ま
れ
な
地
域
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
目
で
あ
る
が
、
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
周
辺
の
秋
田
市
に
は
古
代
官
衙
遺
跡
で
あ
る
秋
田
城
跡
、
大
仙
市
に
は
同
じ
く
古
代
官
衙
遺
跡
の
払
田
柵
跡
、
横
手
市
に
は
永
保
三
年
（
一
〇
八
三
）
後
三
年
合
戦
に
所
縁
の
金
沢
柵
跡
が
あ
る
。
十
一
世
紀
、
後
三
年
合
戦
の
後
に
藤
原
清
衡
が
奥
羽
を
支
配
し
、
こ
の
地
か
ら
現
在
の
岩
手
県
平
泉
町
に
拠
点
を
移
し
平
泉
藤
原
氏
と
し
て
繁
栄
し
た
。
つ
ま
り
十
一
世
紀
～
十
二
世
紀
に
か
け
て
東
北
地
方
を
代
表
す
る
地
域
勢
力
の
中
心
が
こ
の
地
域
に
あ
り
、
後
に
そ
れ
は
平
泉
藤
原
氏
と
な
り
奥
州
か
ら
北
海
道
に
ま
で
勢
力
を
伸
長
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
性
を
も
つ
場
所
に
、
当
時
流
行
の
最
先
端
の
品
物
が
入
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
理
解
し
や
す
い
。
二
つ
目
で
あ
る
が
、
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
周
辺
で
は
、
久
保
智
康
に
よ
れ
ば
銅
鏡
の
鏡
面
に
仏
像
な
ど
の
姿
を
線
刻
し
た
鏡
像
が
三
面
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
永
延
三
年
（
九
八
九
）
銘
の
胎
蔵
界
中
台
八
葉
院
曼
荼
羅
鏡
像
、
次
に
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
銘
の
諸
尊
鏡
像
、
さ
ら
に
紀
年
銘
は
な
い
が
大
仙
市
水
神
社
蔵
の
千
手
観
音
鏡
像
（
国
宝
）
で
あ
る
。
十
世
紀
末
か
ら
十
一
世
紀
に
か
け
て
製
作
さ
れ
た
鏡
像
は
、
全
国
で
十
面
あ
ま
り
し
か
存
在
せ
ず
、
こ
の
う
ち
の
三
面
が
こ
の
地
域
に
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
（
久
保
智
康
二
〇
〇
七
「
道
長
の
時
代
に
お
け
る
在
地
仏
教
―
山
林
寺
院
と
工
芸
に
み
る
―
」『
藤
原
道
長
』）。
重
要
な
の
は
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
天
台
宗
に
か
か
わ
る
遺
例
で
あ
り
、
胎
蔵
界
中
台
八
葉
院
曼
荼
羅
鏡
像
が
あ
る
瑞
花
双
鳳
八
稜
鏡
の
背
面
に
は
「
仏
師
天
台
僧
蓮
如
」
と
刻
ま
れ
、
鏡
像
創
出
の
背
景
に
は
天
台
の
教
説
が
想
定
で
き
る
と
さ
れ
る
（
久
保
智
康
二
〇
一
四
「
天
台
の
造
形
世
界
」『
天
台
学
探
尋
』）。
さ
ら
に
網
野
善
彦
に
よ
れ
ば
、
つ
ぎ
の
十
二
世
紀
代
に
は
天
台
宗
比
叡
山
延
暦
寺
と
密
接
に
関
わ
る
日
吉
社
の
神
人
が
、
北
陸
道
を
中
心
と
す
る
日
本
海
で
活
発
に
商
業
活
動
を
行
っ
た
と
い
う
（
網
野
善
彦
一
九
九
八
『
日
本
中
世
の
百
姓
と
職
能
民
』）。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
地
域
は
早
く
か
ら
天
台
宗
が
影
響
力
を
持
っ
た
地
域
性
が
あ
っ
た
こ
と
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。実
は
銭
弘
俶
塔
と
そ
の
日
本
へ
の
将
来
に
つ
い
て
は
天
台
僧
が
関
係
し
て
い
る
。
最
初
に
触
れ
た
が
、も
と
も
と
銭
弘
俶
塔
は
呉
越
国
の
最
後
の
王
、銭
弘
俶
（
九
二
九
～
九
八
八
）
の
発
願
に
よ
る
造
塔
で
あ
る
。
国
土
は
現
在
の
浙
江
省
と
福
建
省
の
主
要
部
を
占
め
、
貿
易
を
活
発
に
行
い
契
丹･
高
句
麗
さ
ら
に
日
本
と
活
発
な
交
易
を
行
な
っ
た
。
呉
越
国
は
仏
教
を
厚
く
信
仰
し
た
国
で
あ
り
、
自
国
で
散
逸
し
た
仏
典
を
収
集
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
こ
の
と
き
銭
弘
俶
の
求
め
に
応
じ
て
経
典
を
日
本
か
ら
も
た
ら
し
た
の
が
、
十
世
紀
の
天
台
僧
日
延
で
あ
る
。
彼
は
中
国
で
散
逸
し
た
天
台
経
典
を
呉
越
国
に
送
り
届
け
る
使
者
と
な
り
、
天
暦
七
年
（
九
五
三
）
に
渡
航
し
天
徳
元
年
（
九
五
七
）
に
帰
国
し
た
。
こ
の
と
き
八
万
四
千
塔
一
基
（
福
岡
県
福
岡
市
誓
願
寺
所
蔵
品
の
銭
仏
俶
塔
（
重
要
文
化
財
）
が
こ
れ
に
あ
た
る
と
い
う
）
と
符
天
暦
（
唐
代
の
暦
法
書
占
星
術
の
テ
キ
ス
ト
）
を
将
来
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
銭
弘
俶
塔
に
天
台
僧
が
関
係
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
天
台
宗
は
こ
の
地
に
縁
が
深
い
の
で
あ
る
。
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ま
と
め
に
か
え
て
な
が
な
が
と
論
を
進
め
て
き
た
が
、
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
で
出
土
し
た
相
輪
状
金
属
製
品
は
、
那
智
熊
野
経
塚
出
土
銭
弘
俶
塔
の
後
補
相
輪
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
み
た
。
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
で
は
銭
弘
俶
塔
は
出
土
し
て
い
な
い
が
、
銭
弘
俶
塔
に
樹
立
す
る
日
本
で
作
ら
れ
た
後
補
の
相
輪
の
可
能
性
を
想
定
し
て
み
た
い
。
銭
弘
俶
塔
の
日
本
へ
の
将
来
に
は
天
台
僧
日
延
が
か
か
わ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
天
台
宗
と
い
う
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
、
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
周
辺
で
は
、
日
本
で
は
ま
れ
な
鏡
像
が
複
数
発
見
さ
れ
、
そ
れ
は
天
台
教
学
に
関
連
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
地
域
は
十
一
世
紀
～
十
二
世
紀
の
東
北
地
方
で
の
中
心
的
な
政
治
的
位
置
を
占
め
る
地
域
性
を
有
し
、
平
安
京
と
の
交
通
に
は
天
台
宗
に
関
連
す
る
日
枝
社
の
神
人
の
姿
も
見
え
隠
れ
す
る
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
現
在
銭
弘
俶
塔
が
残
る
の
は
真
言
寺
院
で
あ
り
、
天
台
宗
と
銭
弘
俶
塔
と
の
関
係
は
そ
う
単
純
に
は
結
び
つ
か
な
い
だ
ろ
う
が
（
久
保
智
康
二
〇
一
〇
「
総
括
と
展
望
―
東
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
金
属
工
芸
」『
東
ア
ジ
ア
を
め
ぐ
る
金
属
工
芸
』
ア
ジ
ア
遊
学
１
３
４
）。
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
出
土
の
相
輪
状
金
属
製
品
の
位
置
づ
け
を
考
え
る
と
き
に
、
重
要
な
視
点
で
あ
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
虚
空
蔵
大
台
滝
遺
跡
の
相
輪
状
金
属
製
品
を
実
見
す
る
機
会
が
あ
り
、
以
来
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
た
。
ま
っ
た
く
類
例
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
前
後
日
本
の
石
造
宝
篋
印
塔
の
源
流
調
査
の
た
め
に
旧
呉
越
国
周
辺
を
何
度
が
訪
問
す
る
機
会
が
あ
り
、
同
時
に
銭
弘
俶
塔
（
阿
育
王
塔
）
の
実
物
を
実
見
し
、
銭
弘
俶
塔
と
の
関
係
が
深
く
印
象
に
残
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
今
回
、
想
定
に
想
定
を
重
ね
る
と
い
う
結
果
に
は
な
っ
た
が
、『
米
沢
史
学
』
紙
上
を
お
借
り
し
て
、
ま
と
め
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
、
小
稿
に
は
五
十
嵐
一
治
、
利
部
修
、
久
保
智
康
、
鈴
木
信
、
高
橋
学
の
各
氏
か
ら
ご
教
示
を
得
た
。
中
国
語
文
献
に
つ
い
て
は
四
川
大
学
考
古
学
系
講
師
范
佳
楠
氏
よ
り
多
く
の
情
報
の
ご
提
供
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
図１　虚空蔵大台滝遺跡近景
図２　虚空蔵大台滝遺跡遠景
　　　（中央下部丘陵が遺跡）
図３－２　虚空蔵大台滝
遺跡相輪実測図（断面図）
図３－１　虚空蔵大台滝遺跡
相輪実測図（平面図、著者加筆）
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図４：雷峰塔地宮銀製阿育王塔図５　崇福寺塔出土
　　　（浙江省博物館）
図6：那智山経塚銭弘俶塔正面画像図7：那智山経塚銭弘俶塔実測図
　  　（筆者加筆）
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